
Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

- ｢教員が学びあうコミュニティ｣の展望-

入 江 直 子

はじめに

教育職員免許法の改正により,10年ごとに

｢講習｣を受けることで免許を更新する ｢教員

免許更新制｣が2009年4月から導入され,そ

のための ｢教員免許更新講習｣がスタートした｡

｢免許更新制は世界的に見てもきわめて稀｣(1)

であると言われるが,この講習は,有料で,大

学が実施主体として想定されたため,受講義務

のある研修が有料という経験がない教員にとっ

ても,また現職教員の研修を組織として実施し

た経験がほとんどない大学にとっても,混乱を

生じさせるものであった｡

混乱の結果の一つが,受講者数の ｢読み違

え｣であろう｡県教育委貞会からの開設要請を

受けとめて開設したところ,定員に達した ｢必

修 12時間｣の100名を含めて,定員520名に

対して申込者は45%の230名であった｡これは,

全国的な傾向と一致するものであり,多くの大

学がかなりの赤字を出したと推測される｡

このような1年目の結果が明らかになりつつ

あった10月,政権交代によって教員養成制度

の抜本的改革が検討されることになり,｢教員

免許状更新講習は2010年度で廃止｣と報道さ

れた(2)｡このような状況のもとで,神奈川大学

は ｢2010年度については実施しない｣という

方針を決めた｡

こうして,｢教員免許更新講習｣は ｢まぼろ

しの講習｣という結末になりそうであるが,神

奈川大学教職課程の一員である私にとっては,

専門職である教員の研修 (力量形成)のあり方

を実践的に考えることのできた意義深い経験と

なった｡それは,2007･2008年度と ｢教員の

キャリア形成に果たす神奈川大学の役割｣とい

う共同研究において,アンケートやインタビュ

ーを通して卒業生教員の協力のもと探究してき

た ｢教員の成長にとっての同僚性形成の意義｣

という方向性を実践的に確認することができた

と思えるからである｡この ｢同僚性形成｣とい

うことを,私は ｢学びあうコミュニティ｣とい

う概念でとらえている｡

そこで,本稿では,2009年度神奈川大学 ｢教

員免許更新講習｣(とくに ｢必修 12時間｣)を

ふり返って,｢専門職である教員が学びあうコ

ミュニティ｣という視点から教員の研修のあり

方を考えてみたい｡

Ⅰ.教員免許更新講習の概要

1.｢教員免許更新制｣導入の経緯

中央教育審議会は,2006年7月 ｢今後の教

員養成 ･免許制度の在 り方について (答申)｣

で,具体的方策として,①教職課程の質的向上

のための ｢教職実践演習｣の新設 ･必修化,(∋

｢教職大学院｣制度の創設,(勤教員免許更新制

の導入,を提言した｡これらの方策については,

2008年度の ｢教職大学院｣のスター ト,2008

年度 ｢試行｣･2009年度 ｢本実施｣の免許更新

制の導入,2010年度入学者からの ｢教職実践

演習｣の新設,と制度化が進められている｡

免許更新制の導入に関しては,基本的な考え
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方として,｢教員免許状に一定の有効期限を付

し,その時々で求められる教員として必要な資

質能力が確実に保持されるよう,必要な刷新

(リニューアル)を行うことが必要｣であるこ

と,｢いわゆる不適格教員の排除を直接の目的

とするものではなく,教員が,社会構造の急激

な変化等に対応して,更新後の10年間を保障

された状態で,自信と誇りを持って教壇に立ち,

社会の尊敬と信頼を得ていくという前向きな制

度｣であること,が述べられている｡そして,

｢専門性の向上や適格性の確保に関わる他の教

員政策と一体的に推進することは,教員全体の

資質能力の向上に寄与するとともに,教員に対

する信頼を確立する上で,大きな意義を有す

る｣と,｢教員に対する信頼の確立｣が前面に

出されている｡

こうした動きの中で,安倍内閣の ｢教育再生

会議｣は,2007年1月 ｢第一次報告｣(社会総

がかりで教育再生を～公教育再生-の第一歩

～)で,｢不適格教員に免許を持たせない仕組

み｣とも連動する ｢真に意味のある教員免許更

新制の導入｣を提言した｡これに直ちに対応し

た中央教育審議会は,2007年3月の ｢教育基

本法の改正を受けて緊急に必要とされる教育制

度の改正について (答申)｣で,すでに提言さ

れた制度設計を基に,｢教員免許更新制の導入

(教育職貞免許法の改正)｣を提言した｡この

｢答申｣では,再生会議 ｢報告｣の提言とはニ

ュアンスを異にし,更新制と ｢指導が不適切な

教員の人事の厳格化 (教育公務員特例法の改

正)｣が切り分けられている｡

この最終的な ｢答申｣の提言に沿った2007

年6月の教育職員免許法の改正で,2009年度

から更新制が導入されることになったのである｡

2.｢教員免許更新制｣の概要

制度の概要は以下のように定められた｡教員

免許状に10年間の有効期限が定められ,その

満了の際,免許状を有する者の申請により免許

管理者が有効期限を更新することができるとす

る制度である｡免許状更新を申請できる者は,

更新講習の修了者と講習を受ける必要のない者

として文部科学省令で定めるところにより免許

管理者が認めた者である｡

更新制の施行は2009年4月1日であるが,

制度の導入以前に取得された免許状の所持者に

ついても,10年ごとに講習の受講を義務付け

るため,個々人ごとに修了確認期限が設定され

た｡修了確認期限の設定の方法については,隻

講者数の平準化をはかるために,毎年度の末日

に35歳,45歳,55歳になる者につき,その日

を修了確認期限とするとされている｡この方法

により,2019年までに,すでに教職について

いるすべての者が最初の修了確認期限を割り振

られることになったのである｡

この修了確認期限のために受講が必要となる

のが ｢更新講習｣であるが,以下のような概要

である｡受講者は30時間の講習を受けなけれ

ばならないが,30時間の内容は,｢教育の最新

事情に関する事項｣が ｢必修｣で12時間と,

｢教科指導,生徒指導その他教育内容の充実に

関する事項｣が ｢選択｣で18時間となってい

る｡

費用は受講者負担が原則であり,具体的な定

めはないが,30時間で30,000円が相場である

と考えられている｡そして実施主体は,教員養

成に関わっている,教育学部または教職課程を

持つ大学が中心に想定されている｡このように,

講習が有料であることと大学が講習を実施する

ことが,受講する教員にとっても実施する大学

にとってもほとんど経験がないことであるため,

かなりの戸惑いや抵抗感を生じさせるものであ

った｡

そこで,2009年度からの更新講習の円滑な

実施に向けて,文部科学省は2008年度に ｢試

行｣することにし,委託事業を実施した｡すな

わち,文部科学省に届けて認められた ｢講習｣

を ｢予備講習｣として実施を委託 (受講者は無

料)し,修了確認申請の対象とした｡

しかし,｢戸惑いや抵抗感｣が払拭されるこ
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ともないまま,｢日本の教員免許制度にとって

最大の改変｣(3)といわれる ｢教員免許更新制｣

は導入され,神奈川大学も ｢実施主体として想

定されている｣ことから,｢予備講習｣並びに

｢本実施｣に取り組むことになった｡

3.神奈川大学における更新講習の実施

(1)｢予備講習｣の実施

神奈川大学では,｢試行｣として2008年8月

Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

に,｢教育内容の充実｣(18時間)に関する ｢予

備講習｣を2講座 (｢新学習指導要領をふまえ

たコミュニケーション能力育成のための英語科

授業設計と指導｣と ｢ICTを活用 した授業設

計と指導｣)実施した｡

実施後,学内の関係者へ以下のとおり報告さ

れている｡

2008.9.1

関係各位

教員養成カリキュラム

検討専門委員会

委員長 入江直子

教員免許更新講習予備講習の実施報告

及び本実施に向けての課題

教員免許法の改正によって,幼 ･小 ･中 ･高 ･特別支援学校の教員には,10年に1度の免

許状更新講習が義務付けられることになった｡

この講習は,大学 (特に教職課程を有する大学)を中心に実施されることが期待されており,

県内の数少ない総合大学として,本学は,｢社会貢献｣という意味からも,実施すべきである

と判断される｡

そこで今年度は,文部科学省の委託事業として ｢予備講習｣を2講座実施した｡具体的な実

施の内容は,別紙のとおりである｡委託事業であるため受講料が無料であることもあって,定

員を超える申し込みがあり,先着順で締め切ることとなった｡また,教育現場に詳しい本学教

員による講座を設定できたため,内容が充実しており,受講生から非常に高い評価を受けるこ

とができたといえる｡

いよいよ来年度からは本実施となる｡来年度からは,受講料については,実施主体の判断に

よるとされているが,全部で30時間の講習に対しておよそ3万円という相場で話が進んでいる｡

来年度からの更新講習の内容の企画については,学修進路支援委員会のもとに ｢教員養成カリ

キュラム検討専門委員会｣が設けられ,各学部選出の委員と教職課程の教員が4月から検討を

続けており,12月ごろまでには,各学部の協力を得て,約10講座の内容が決定される見通し

である｡

今年度の ｢予備講習｣実施の経験を踏まえて,来年度に向けての課題を確認する必要があり,

さまざまな課題が見えてきたが,一番大きな課題は,それらのさまざまな課題を把握すること

も含めて,講習全体の企画 ･実施の確実な遂行を担う事務局体制の確立である｡今年度は,敬

務課職員が通常業務にプラスした形ですすめていたが,来年度以降の本実施に向けては,大学

としての重要な業務の一つとして位置づけ,全学的な立場で検討することが求められる｡
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(2)2009年度 ｢本実施｣の概要

2009年度からの本格的実施に向けて,｢試行｣
と並行して,｢講習｣の企画に取り掛かった｡

学修進路支援委員会のもとに ｢教員養成カリキ

ュラム検討小委貞会｣が設置され,それを実質

化するものとして,各学部選出の委員と教職課

程の教員による ｢教員養成カリキュラム検討専

門委員会｣が構成され,｢講座｣の企画に取り

組んだ｡その結果,各学部から,学部が出して

いる免許教科に沿って1-3の ｢講座｣が企画

され,12月までには,｢JJ封r参｣(12時間)1講座,
｢選択｣(18時間)12講座,計 13講座が準備さ

れた｡

ところが,｢講習が有料であること｣等によ

る抵抗感と期限内の2年間のうちに受講すれば

いいという理由からか,申込者数が教育委員会

等が予想した受講者数をはるかに下回り,多く

の大学は定員に満たなかった｡神奈川大学も

13講座 ･520名定員で募集したところ,｢必修｣

1講座は定員に達したが,｢選択｣12講座は,

｢生徒指導｣を除いてすべて定員に達しなかっ

た｡結局520名の募集に対 して,延べ230名

(｢必修｣と ｢選択｣両方を申し込んだ受講生も

いる)の申込者数で,全体としての充足率は約

(表1)

45%であった｡なお,1講座が申込者数が5名

以下で,申込者に事情を話して他の講座に変更

してもらい,開講しなかった｡準備した講座と

定員及び実際の受講者数は,(表1)のとおり
である｡

そして,受講料で講師料等の経費をまかなう

仕組みになっているので,収入が予想の半分以

下になったため,大幅な支出超過になった｡具

体的には,約700万円の支出に対して,受講料

収入が約350万円であったため,300万円以上

の支出超過になったのである｡

実施は,大学が夏季休暇中の8月第1週と第

3週であった｡朝8時50分から夕方4時20分

まで,1日正味6時間,｢必修｣は2日間,｢選

択｣は3日間である｡それぞれの講座を準備し

たコーディネーターの大学教員たちは,受講生

が講座への参加意欲を持ち続けられるように

講座の中での受講生の ｢参加｣の場面を多くつ

くり出すなど工夫をしたため,中身の濃い講座

になるとともに,講師も受講生もかなり疲労し

た｡

しかし,それぞれの専門分野の大学教員が受

講生のニーズも配慮しながら,講座の構成を考

え,講師を依頼して準備をし,進め方も ｢受講

講習テーマ 定 員 参加者数

教育の最新事情 100 93

地理学の最新動向と横浜市内の巡検 30 5

歴史研究の新潮流-民具 .絵画資料の分析体験と古文書補修の実習 25 6

地方分権時代における現状と課題 40 開講せず

文様 .形描画ソフトを用いた教材作成一花や文様をプログラムで作成する 30 14

英語科 ｢コミュニケーション能力育成のための授業設計と指導｣ 40 25

保健体育教員のための ｢学校事故をめぐる支援と対応｣ 40 12

生徒指導一子どもの問題行動､知る.話す .考える 30 26

｢生物 .化学｣の魅力を伝えるための実験 .観察技術 30 15

数学的な活動の指導について-具体的な教材に重点を置いて考究する 50 12

物理の基本的概念や実験的手段のリフレッシュおよび最先端物理学 50 6

教育実務での ｢情報｣関連技術の活用 30 ll

ⅠCTを活用した授業設計と指導 25 5
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生の参加｣の工夫もしたため,受講生による評

価は,大変良好な結果となった｡評価は,文科

省が決めた,以下の3項目について,｢4良い｣

｢3だいたい良い｣｢2あまり十分でない｣｢1不

十分｣で回答された (無記名)｡

(∋講習の内容 ･方法についての総合的な評価

②本講習を受講したあなたの細心の知識 ･技

能の習得の成果についての総合的評価

③本講習の運営面についての評価

評価の結果は,｢必修｣も含むすべての講座

で,ほとんどの項目について,｢4十3｣が90
%以上であった｡きわめて高い満足度である｡

特徴的なのは,｢(参運営面｣が特に高い評価を

受けている講座がほとんどで,企画 ･運営に関

わったコーディネーターの教員の熱意の表れで

あると推測できる｡

神奈川大学では,文科省指定のアンケート項

目に加えて,自由記述欄を設けたが,そこにも

受講生のほとんどが記入してくれた｡その一部

を以下に記載する｡

･巡検については,個人ではなかなか行くこと

のできない場所や解説をしていただき,期待

通りのもので,とても有意義でした｡(地理

学の最新動向)

･文献研究ではなく,民具と言う具体的なもの

からはいっていくので,自分としても勉強に

なったし,授業に役だてることができる｡

(歴史研究の新潮流)

･自分が教わる立場となると,｢わからない｣

｢出来ない｣ことの辛さや,ちょっとしたこ

とが ｢わかる｣｢出来る｣ことの嬉しさがよ

くわかりますね｡(文様 ･形描画)

･日々の授業実践にすぐ活かせる内容でした｡

アクションリサーチの考え方は,これから現

場で検討する方法として,大きな助けになり

ます｡(英語科)

･学校現場だけのことではなく,管理する立場,

事件を扱う弁護士の立場,カウンセラーの立

場から ｢学校事故｣について考えること･理

解することができました｡(保健体育)

Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

･この講座は大変内容が詳しく,非常に勉強に

なりました｡また,一緒に受講している先生

方の様々な事例をお聞きし,自分も日頃の取

り組みをお話するなかで,反省をし,新しい

視点に気づくことができました｡(生徒指導)

･野外のフィールドワークは楽しいもので,ぜ

ひ現場で生かしていきたいと思いました｡実

験については大変おもしろく,特に院生の先

生の実験は感動的でした｡発表準備でグルー

プで話し合えた時間は貴重なもので,内容が

充実していました｡(生物 ･化学)

･本日の先生の授業は実際の授業で使えるもの

で大変参考になり,こんな風に楽しく (愉し

くですね)授業してあげることができたらと,

自分の引き出しの少なさに唖然とする思いで

した｡(数学的な活動の指導)

･物理に関する最先端の話,また宇宙について

や物質の特徴など教えていただいてありがた

く思いました｡(物理の基本的概念)

･専門家である教授陣から講義を受けられ,今

までの研修内容とは全く違った刺激,思考,

指導法を得ることができた｡(教育実務での

｢情報｣関連技術)

･模擬授業を中心にし,実践的な内容が中心で,

これからの授業にダイレクトに生かすことが

できると感じる｡(ICTを活用した授業設計)

Ⅱ.神奈川大学における ｢必修 12時間｣
の試み

1.｢必修 12時間｣でめざしたこと

｢更新講習30時間｣のうち ｢必修 12時間｣

は,教職課程で担当することになった｡｢必修｣

は,｢教育の最新事情に関する事項｣というこ

とになっていて,扱うべき事項として ｢4項

目｣が挙げられている｡｢教職についての省察｣

｢子どもの変化についての理解｣｢教育政策の動

向についての理解｣｢学校の内外での連携協力

についての理解｣である｡そして,それぞれの

項目が2つの ｢細目｣に分けられている｡さら

に4項 目全体に対 して22の ｢含めるべ き内
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容 ･留意事項｣が挙げられていて,それぞれの

｢細目｣に1-2の ｢内容 ･留意事項｣,すなわ

ち,それぞれの ｢項目｣に3-4の ｢内容 ･留

意事項｣が割り振られているのである｡

このように細かく定められた ｢内容 ･留意事

項｣については,文部科学省に免許状更新講習

として認定してもらうための申請書にチェック

欄があり,実施時に受講生が知識を修得したか

どうかを ｢試験｣で確かめることになっている｡

それを12時間で扱うのであるから,通り一遍

の知識の提供にならざるを得ない仕組みなので

ある｡2008年の ｢予備講習｣では,多くの教

育学部が,1項目3時間,あるいは1細 目1.5

時間で,教員が分担して ｢講義｣をするという

かたちで取り組んだ結果,受講生による評価は

無残なものであった｡

全国の動きを見ながら,何とか ｢意味のあ

る｣講習ができないものかと考えた｡2007年

度から取り組んでいる,教職課程としての共同

研究 ｢教員のキャリア形成に果たす神奈川大学

の役割｣の1年目の,卒業生教員に対する質問

紙調査の結果の中では,｢満足度｣の高い ｢研
修等の機会｣として ｢先輩からの学び｣や ｢同

僚との学び｣が挙げられており(4),2年目の

2008年度に実施したインタビューにおいても,

｢職場での先輩や同僚からの学び｣が ｢教員と

してのキャリア形成｣に果たした意味が語られ

ていた｡｢学びあえる講習｣をめざそうと共同

研究の中で話し合った｡

そこで,｢教員が学びあう講習｣を企画して
いた福井大学の ｢予備講習｣に注目し,ノウハ

ウを学ぶために,私は,神奈川大学の ｢選択

18時間｣の ｢予備講習｣の合間をぬって,福

井大学に通った (実に1週間に3往復ほどし

た)｡福井大学では,私の大学院時代の研究仲

間が数人の同僚とともに,｢実践の省察｣を軸
にした実践研究を現場の教員たちと展開してき

ている｡そこでは ｢実践の省察｣を展開してい

く方法として,自分の職場以外のさまざまな人

たちに ｢実践の省察｣を語り,聴いてもらう

｢ラウンドテーブル｣の取り組みをしている｡

その福井大学が実施する ｢予備講習｣であるか

ら,｢ラウンドテーブル｣方式で行うに違いな
いと考えたからだ (この予測は当たっていた)0

以下のような点が収穫になり,｢ラウンドテ
ーブル｣を中心に据えて更新講習を実施するこ

とができるという確信をもっことができた｡

(∋ 全体を少人数グループに分け,グループ

支援者を配置する｡グループ支援者は,敬

育委員会の協力を得て,教貞 OB等が関わ

っていた｡

② ｢必修｣で扱うべき4項目の1つである

｢教職についての省察｣は ｢ラウンドテー

ブル｣方式でできる｡実践経験を語りあう

ために,｢取り組んできたこと｣｢大切にし
てきたこと｣｢転機となったこと｣などに
ついて,簡単に書いてくることになってい

た｡

(事 その他の3項目については,コンパクト

な講義をして,その中から間を出して意見

を書いてもらうという方式で,講義資料が

その ｢項目｣の ｢内容 ･留意事項｣を扱っ

たという証拠資料になり,問とそれに対す

る意見が,その ｢項目｣に関する ｢知識｣

を得たことを評価するための ｢試験｣とし

ての証拠資料になるということである｡

以上のノウハウを見聞して,｢ラウンドテー
ブ ル｣を取り入れた更新講習を企画することに

したが,そのめざすものは,次のようなことで

あった｡まず,それぞれの教員が自分の教職生

活をふり返って,｢自分が大切にしてきたこと｣
｢転機になったこと｣｢現在抱えている問題｣等
を語り,聴いてもらうことで,今までの自分を

意味づけ,これからの自分を展望していくとい

う ｢学びあい｣の経験をすることである｡さら

に,そうした経験をつくり出すことができる

｢ラウンドテーブル｣のような取り組みを教育

現場で試み,学校を ｢教員が学びあうコミュニ

ティ｣に変えていきたいと思えるようになるこ

とである｡
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2.実施のプロセス

(1)｢ラウンドテーブル｣の ｢試行｣

福井大学の ｢予備講習｣で学んだノウハウを

使って,準備を進めることにした｡走貞を100

名にしたので,1グループ5名として20名の

グループ支援者が必要となった｡グループ支援

Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

者は,自らが教職生活をふり返って,語り,聴

いてもらう ｢学びあいの経験｣に基づいてグル

ープ支援をすることが重要であると考え,教職

課程の共同研究でインタビューに参加してくれ

た卒業生教員に呼びかけて ｢ラウンドテーブ

ル｣を ｢試行｣した｡

2009.4.25

卒業生の皆様

神奈川大学教職課程

更新講習担当 入江直子

教員免許状更新講習に向けてのお願い

新年度を迎え,お忙しい毎日をお過ごしのことと思います｡

さて,いよいよ ｢教員免許状更新講習｣の本格的な実施が今年度より始まることになりまし

た｡神奈川大学では,｢教育の最新事情に関するもの｣(12時間 ･必修)1講座と ｢教育内容の

充実に関するもの｣(18時間 ･選択)12講座を,8月第1週と第3週に実施する計画で準備を

進めています｡5月の連休明け (11日～23日)には,申込受付をします (現在,大学のHP

でご案内しています)｡

｢教育内容の充実に関するもの｣12講座は,各学部 (法学部 ･経済学部 ･外国語学部 ･人間

科学部 ･工学部 ･経営学部 ･理学部)から1-3講座用意していただきました｡｢教育の最新

事情に関するもの｣1講座は,教職課程のメンバーで実施しますが,この実施にあたりご協力

のお願いです｡

この更新講習のあり方を考えることも一つの目的に,昨年 ･一昨年と教職課程の教員の共同

研究として,｢教員のキャリア形成｣に関する研究に取り組んできました｡卒業生の皆様にも,

質問紙調査やインタビュー調査にご協力いただき,いろいろ貴重な示唆を得ることができまし

た｡その中で,特にインタビュー調査においてご自分の ｢キャリア形成｣を振り返っていただ

いた際に,それがとてもご自身にとって意味があったという意見がありました｡

そこで,私たち教職課程で取り組む ｢教育の最新事情に関するもの｣の中で,参加者ひとり

ひとりが自分の教職生活を振り返る時間を何とか設けてみようと計画しています｡というのは,

｢教育の最新事情に関するもの｣では,｢学校を巡る状況変化｣｢子どもの変化の理解｣｢教育政

策の動向の理解｣｢学校内外の連携協力｣の4項目を2日間で必ず扱わなくてほならないとい

う ｢詰め込み｣講習が要求されているのですが,その中の小項目の一つに ｢教職の省察｣とい

うのがあるので,その部分を丁寧に展開して,他の部分をぎゅっと ｢詰め込み｣で行ってみる

ことにしたというわけです｡(具体的な展開案は,別添の案をご覧ください｡)

(莱)はグループですすめる計画で,グループのコーディネーターが必要となり,それを卒

業生の皆様にお願いしたいということです｡参加者100人に対して20人必要ですので,ぜひ

よろしくお願いしたいと思います｡(些少のお礼を用意いたします｡)

また,こうした計画をどう進行したらよいか検討するために,裏面のとおり ｢ラウンドテ-
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ブル｣の試行を計画いたしましたので,更新講習当日にお手伝いいただける方もそうでない方

ち,ぜひご参加いただいてご意見をいただきたいと考えています｡そして,この取組が,｢神

大教職ネットワーク｣の動きにつながっていくことも期待しながら呼びかけたいと思います｡

なかなか20名の卒業生教員を確保すること

が難しく,非常勤講師である元教員 (校長OB

等)にも協力を呼びかけた｡結果的に,卒業生

教員7名,非常勤講師7名が協力してくれるこ

とになり,専任教員7名を含んで21名のグル

ープ支援者を確保することができた｡こうして,

グループ支援者の ｢ラウンドテーブル｣は,5

月末に ｢試行｣し,卒業生の現役教員と非常勤

講師の元教員と私たち大学教員が,小グループ

に分かれて,それぞれ自分の教職生活や実践の

ふり返りを語 り,聴き合った｡日頃,｢教える｣
立場にいる者同士であるため,自らをふり返っ

て語 り,聴き合うという経験はとても新鮮で,

そこから考えさせられることが多 く,｢ラウン

ドテーブル｣の意義を実感することができた｡

(2)プログラム作成とグループ編成の工夫

｢ラウンドテーブル｣の ｢試行｣によって,

自分の教職生活をふ り返って語 り,聴き合 う

｢ラウンドテーブル｣を中心に据えて ｢JJ糾参12

時間｣のプログラムを展開することの意義を改

めて確信 した｡そこで,福井大学の ｢予備講

習｣で学んだノウハウに基づいて,講習のテー

マ ･スケジュール等,一連のプログラムを作成

し,7月に行ったグループ支援者との打ち合わ

せでの修正を経て,受講生に事前に送った｡

((｢教育の最近事情｣(必修講習)の概略)参

照)

2009.7.29

｢教育の最新事情｣(必修講習)の概略

1.テーマ :教職生活をふり返り,教育の最新事情を学ぶ

(∋ ｢教育の最新事情｣については,4つの項目について扱わなければならないことになって

います｡その中の 1つに ｢教職についての省察｣という項目があり,本講習では,その項

目について,参加者が ｢自分の教職生活のふり返り｣を5-6人のグループの中で語 り,

それを聴き合うという方法 (｢ラウンドテーブル｣と名付けました)ですすめます｡

(夢その他の3つの項目 ｢教育政策の動向理解｣｢学校内外の連携協力｣｢子どもの変化の理解｣

と ｢教職についての省察｣の中の細目 ｢学校を巡る状況変化｣については,講義を聴き,

それについてグループで話し合ったのち,各自の考察を書 くというすすめ方をします｡

(釘2日間の最後に ｢自分の教職生活のふり返り｣と ｢教育の最新事情についての講義｣から

見えてきたことをまとめ,これからの教職生活を展望していくことを講習としてめざしま

す｡

2.スケジュール

(1日目)

Ⅰ (8:50-9:05) オリエンテーション

(9:10-9:30) 自己紹介

(9:30110:40) ラウンドテーブル1 ①9:30-10:05 教職生活をふり返る

(9:30-9:50)｢ふり返り｣を語る
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Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

(9:50-10:05)聴き手からの質問 ･感想

(勤lo:05-10:40(以下①と同じ)

Ⅱ (10:50-12:00)ラウンドテーブル2 (影lo:50-ll:25

@11:25-12:00

Ⅲ (13:00-14:10)ラウンドテーブル3 ⑤13:00-13:35

@13:35114:10

(14:10-14:30)ラウンドテーブルのふり返り

Ⅳ (14:40-16:10)講義1 14:40-15:30 講義

｢学校を巡る状況変化｣ 15:30-15:50 グループ討議
15:50-16:10 各自の考察

*交流会 (オプション) 16:30-17:30

(2日目)
Ⅰ (8:50-9:40) 講義2｢教育政策の動向理解｣

(9:50-10:40) 講義3｢学校内外の連携協力｣

Ⅱ (10:50-12:00)講義2･講義3についてのグループ討議と各自の考察

Ⅲ (13:00-13:50)講義4｢子どもの変化の理解｣

(13:55-14:30)講義4についてのグループ討議と各自の考察

Ⅳ (14:40-15:40)まとめ :講習を通して見えてきたこと

グループでふり返る 14:40-15

個人で ｢まとめ｣を書く 15:10-15

(15:40-15:50)アンケート (講座に対する評価)記入

(15:55-16:10)開講式

3.講習担当者

全体進行責任者 入江直子 (神奈川大学人間科学部)

0

0

1

4

講義1｢学校を巡る状況変化｣- 間山広朗 (神奈川大学人間科学部)

講義2｢教育政策の動向理解｣- 関口昌秀 (神奈川大学経営学部)

講義3｢学校内外の連携協力｣- 両角英之 (横浜市立岸谷小学校長)

講義4 ｢子どもの変化の理解｣- 古屋喜美代 (神奈川大学人間科学部)

グループ支援者- (専任教員) 岩淳啓子 ･大西勝也 ･荻野佳代子

(非常勤講師)関 範夫 ･小林一彦 ･石川勇喜 ･本間利夫 ･

高橋和男 ･鈴木 浩 ･小藤俊樹 (学外協力者)

(卒業生教員)津田敏志 ･渡辺一郎 ･飯田 薫 ･千田晴久 ･

成島 烈 ･吉川 純 ･田中すみ子

4.事前の準備について

1日目に,各自の ｢教職生活のふり返り｣を語り,聴き合う ｢ラウンドテーブル｣を行い

ます｡そのために,｢教職生活のふり返り｣(｢自分が大切にしてきたこと｣｢転機となったこ
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と｣｢現在抱えている問題｣など)を (A4)1枚にまとめ,グループの人数分コピーを用意
してきてください

5.評価について

本学の更新講習における評価の方針 (｢講習-の参加を重視する｣)を基本とし,以下の3

点をエビデンス (証拠資料)として,専任教員が全体的な評価をします｡

･事前に書いてくる各自の ｢教職生活のふり返り｣

･講義1-4における ｢各自の考察｣

･終了時に書く ｢まとめ :講習を通して見えてきたこと｣

また,グループでの活動を中心に展開するの

で,グループの構成が重要で,受講生の属性に

配慮してグループ分けをした｡受講生は,現場

の教員の年齢構成に比例して,50代が約50%,

40代が約20%,30代が約30%であったので,

性別 ･年齢 ･学校種を混ぜ合わせたグループ編

成をした｡

実施に当たっては,実際の受講生が93名で

あったので,1グループ5-6人で18グルー

プ作 り,1教室3グループずつで,6教室使っ

た｡したがって,全体責任者としては,タイム

スケジュールどおりに進行することが最重要の

課題となったが,グループ支援者の適切なコー

ディネートカによって,スケジュールどおり進

行することができた｡

(3)受講生による評価 (ふり返り)

(∋ ｢ラウンドテーブル｣のふり返り

全2日間のプログラムであったが,1日目の

ほとんどは,グループのメンバーひとりひとり

が ｢自分の教職生活のふり返り｣を語 り (約

20分),それについて聴き合う (約15分)と

いうかたちの ｢ラウンドテーブル｣を行った｡

全員が終わった後で,｢ラウンドテーブル｣は

どうだったかのふり返りの時間をとった上で,

受講生は翌日までに書いてくることにした｡受

講生が書いてきたこととしては,次の3点が多

かった｡

･他の校種の話は,あまり聞いたことがない,

教育委員会の研修では扱われない｡

･置かれている環境が違っても,教員はみん

な子どもたちと真剣に向き合おうとしてい

る｡

これからの教員生活で何か目標を立てて頑

張っていこうという気になった (特に50

代)0

以上のように ｢ラウンドテーブル｣は,自分

の教職生活を省察し,互いに共有することがで

き,今後を展望しようとする場になったと思わ

れる｡

(参 ｢必修12時間｣全体の評価

講座終了時の受講生による評価での ｢必修

12時間｣に対する自由記述には,以下のよう

な感想が多く書かれていた (一部を掲載する)0
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Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

(｢必修 12時間｣に対する受講者評価)

･少人数で自由にディスカッションできたことによって,自分の意見を言うだけでなく,他の人の

言葉によって自分の考えがさらに深めることができた｡担当の方も話しやすく,我々の話がはず

むようによく努力してくれました｡ありがとうございました｡

･受講グループ討論で先生方の熱心な気持ちが良かった｡今回の教貞研修の成果を現場に持ち帰り,

職員,生徒に今回の勉強で学んできたことを授業に生かせると思った｡教師のあるべき姿を習得

できた｡

･ラウンドテーブル方式がよかった｡初日,自己紹介からはじまり,そのまま2日間昼食も共にし

て,いろいろな話しができたので｡また講義のあとみんなでの討議も自分の意見をまとめる上で

役に立った｡支援者からも適切なアドバイスがあり,大変よかった｡

･県で行われる研修と違って.異校種の先生方のお話をうかがうことができ,大変参考になりまし

た｡

･違う経験年数の教員グループになり,1つのことに意見を出しあうこの形態はとてもよかった｡

今後も続けてほしい｡また県の研修にもこの形態を取り入れて欲しいと思った｡また同じグルー

プのメンバーがよい人に恵まれたこともあると思う｡教育事情4つの分野をかけ足で回ったので,

講義はもっとじっくり聞きたいと思った｡

･講義を受けることも自分のふり返りをすることも為になりました｡その中で特に良かったと感謝

していることは他の先生方の思い考え等を沢山聴くことができた点です｡この先,教師として成

長していくうえで大切にしたいと思うことが多くあり,講習後も忘れずにいたいと思います｡旦

夕ッフの皆様にも大変お世話になりました｡ありがとうございました｡

･グループで話し合いを持ちながら進めて行く方式はとても良かった｡自分が単なるお客さんでは

なく,この講習会に参加している一員として自覚することができた｡またグループの人数 Zik

-プをまとめていただける方がいるという所も良かったと思います｡グループで班長を決めてそ

の班長が進めて行く形がよく見られますが得られるものが少なくなります｡しかたなくやるとい

う雰囲気が生まれてしまうからです｡

･講習の4項目について,現場の教員が興味を持てる内容にしぼって専門的な話しが開けたので大

変良かった｡1つ1つの講義のあとにラウンドテーブルに戻って意見交換をしたので考えを整理

することが出来た｡最初に各自の教職生活の振り返りを聞き合ったのち,話し合いの共通の土台

を作るのに役立ち,自分自身の歩みを深く掘り下げることが出来てよかったと思う｡ラウンドテ

-ブルでまとめをして下さった講師の先生が話しの方向性を作ってくれたので得ることの多い話

し合いが出来たと思う｡とても参加しやすく,配慮の行き届いた講習だった｡

･ラウンドテーブルはとても良かった｡もちろん講義をきいてそれに対して自分の意見を出すこと

も良かったと思うが,この2つの方法の組み合わせによって,自分の考えや意見を様々な角度か

ら見ることができた最善の方法であったと思う｡他校での受講者に話を聞くと,座学,受け身の

講義ばかりだったという声が多い｡ぜひこの方法はこれからも続けていただきたい｡交流会は参

加できず残念だった｡きっと交流会のような場のほうが先生方の本音をより多く開けたのではな

いかと思う｡昨今,ランチミーティングが流行っているので,この講習ももう少しやわらかい形

になるとさらに活発な意見が出るのではないか｡

･いろいろな方々からの意見が聞けたり,必ず自分の考え,経験意見が素直に言えた事,雰囲気が
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良かったです｡また,資料のファイリングや回答シートなど簡単に取り組め,まとめる事ができ

たのも良いと思います｡大学内の移動も少なく,施設の利用がしやすい点も良いと思います｡二

番よいと感じたのはラウンドテーブルの進行でした｡まとめ役の先生の進め方には無理もなく,

自然の会話の中から各受講者の話を聞き,アドバイスや資料的な話をいただきました｡気づかい

も- ｡大変リラックスして受講できた事を感謝します｡

･ラウンドテーブル形式は最高ですO良かったです｡運営される方はグループ支援者を多数お願い

し,日程を調整するなど御苦労されたことと思いますが,受講する側としては人の意見を直接聞

くことが出来,自分からも質問したりして詳細を知り得るなど,活発で有意義な時間をもっこと

ができ,大変感謝しております｡講義形式は一方的になることが多く,受動的になりやすいので

すが,このラウンドテーブル形式は主体的,能動的に取り組むことが出来,自分の授業にも取り

入れていきたいと思います｡2日間ありがとうございました｡

･話しあいをしながら考えて行くシステムはよかったです｡校種,地域,年齢もバラバラであった

ことはメリット,デメリットの双方があると思います｡メリットとしては他の情報を得るチャン

スはあまりありません｡委員会の研修などでも同校種.同じ地域となり,それらの研修との差を

感じられなければ講習を受けた価値を大きく感じられないからです｡デメリットとしては同じ悩

みをかかえる同世代の交流などがしにくい点です｡同世代だから感じる今の年齢で苦しむことを

情報交換できればよかったと思いました｡両面から考えると私はメリットの方が大きいと感じま

したので良かったと思いますが,デメリットであげた部分を来年度に生かしていただければ幸い

です｡2日間,企画等で大変でしたがおつかれさまでした｡

･教職につき30年,自分を振り返ることもなくきたので,我を見直すよい機会になったと思います｡

生徒達の行動も改めて考えることにもなり,等価交換という考え方にも納得できた部分が多くあ

りました｡現代の保護者,生徒の考えや行動でもそれと重なることが多くありました｡保護者や

生徒の対処の仕方も考えられました｡気になる子供の理解でも,発達障害の扱い方が具体的でわ

かりやすいものでした｡現場は発達障害的な行動をする生徒が多くなっているので,この内容は

もう少し多く時間をとってもよかったように思いました｡現場に役立つことも多くあり,勉強に

なりました｡他校種の先生方との交流も新鮮でした｡語り合うことでストレスの発散にもなるこ

とがわかりました｡現場でも活かせるとよいと思いました｡いろいろ工夫して頂きありがとうご

ざいました｡コーディネーターの先生方もありがとうございました｡

･普通であれば知ることもないだろう他校種.他教科の先生方とのラウンドテーブルがとてもよか

2去旦_初対面ながら教職という共通点をもとにして様々な講義のテーマに基づいての話しあいは

視野が広がり,新しい知識を得られた｡改めて自分自身をも見直すこともできた｡講師の方々の

講義はグ)I,-プ又は,個人のふり返りにおいて,よいテーマを与えて下さったという点でよかっ

た｡支援して下さった先生も現場でのご自身の体験を話していただけて興味深かった｡

･ラウンドテーブルの形式は非常によかった｡小 ･中 ･高と校種がまざるよう配置され.支援講師

の先生もうまく意見を引き出し.進行してくれた｡

･選択 ･卿 こ大変有意義な勉強をさせていただきました｡他校種の先生方との意見交換

や情報交換は.公務としての研修ではまずありえません｡それぞれの校種が抱える問題点や共通

の課題を認識することができ,また,現場に実際に反映させられるヒントも得ることができたと

思います｡今後も是非,今年度のような形式と内容を継続していただくことができたらと思いま

す｡ありがとうございました｡
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Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

･ずっと講義を聞いているより,はるかにためになった｡講義は50分じゃなくて,30分にもつめ

てもいいと思います｡異校種ではなせる点はとてもためになった｡自分の聞きたい事例がタイム

リーで聞くことができたのでとても参考になったと思います｡折角の良い経験なので,他の先生

にももっと受講してほしいです｡これが免許更新講習だと,10年ごとの隔たりがあるので,ち

っともっと門戸を開放すべきではないかと思います｡若手の先生や更新講習を受けるまで,大分

じかんがある人などは教師をやるうえで必要な知識が得られず共通理解できないのではないので

しょうか｡あと,生徒指導の講習も大変ためになりました｡ですが,数学も受けたかったのに,

ダメと言われていたのが残念です｡更新とは別に受けられるようなサマースクールなどあると良

いのではないでしょうか｡

･今回の良かった点は少人数で,いろいろな職種の先生方と意見交換ののち自分の考えをまとめる

ことができた点です｡また,支援者という形で長年教職にたずさわれた先生にはいっていただき,

それぞれの先生の意見をうまく引き出していただけることです｡まず,各教員の教師生活の振り

返りでお互いを理解でき,話しやすい環境ができたところで,大きな4つのテーマについて講義

があり,それについてまた,意見交換をしたうえで自分の意見をまとめることができました｡

･異校種間での情報交換がよかった｡講義の都度,話し合いの場があってよかった｡グループごと

に指導教員がついてくれたのが良かった｡(討議がスムーズにいった)

･良かった点 ①少人数で校種の異なる受講者と話し合う機会がもてたこと｡(参レポートを書くこ

とで自分の考えをまとめることができた｡③教育の最新事情がわかり.自分の立つ位置を確認で

きた｡④これからの教育活動に希望をもって取り組む覚悟ができた｡⑤自分のこれまでの教職を

振り返ることができた｡⑥快適な場所で講習を受けられた｡⑦久しぶりに大学での学習をするこ

とができた｡

･講義のあとにグループディスカッションし他校種の先生の意見,考えを聞き,自分の考えを再構

築できたところがとても良かった｡グループリーダーの先生は,我々をリラックスさせ上手に意

見を引きだしてくださいました｡自分の中学に戻り来年度更新者に勧めたいと思います｡

･(ヨラウンドテーブルという形態は他校種の状況を知る意味からも大変良い形式だと強く実感しま

した｡某国立大学の様に定量的に測定するテスト形式では教師力を向上させ明日の教育実践に結

びつけることができるか疑問です｡是非,来年度もこの形式を堅持していただきたいと思います｡

②日程や文科省からの課題の都合があり調整がむずかしいと思いますが,各講座の講義時間を質

疑応答も含めて90分はほしかったです｡③ ｢タダ｣ほど高いものはありません｡官製研修では

体験できない双方向の有意義な講習でした｡従ってこの様なゆとりと双方向が保てる講習ならば

講習料の1万2千円は高くないと思います｡

･一方的な講義ではなくて,受講者が参加できる講習内容であり良かった｡色々な年齢や校種の先

生方とも交わることができ,日ごろ経験できないような話を聞く機会も得ることができた｡講義

をされる先生方は制的がある中で,得意分野を中心に話していただきありがとうございました｡

非常勤講師や卒業生等のお手伝いの方々も参加して,少しでも有意義な講習になるように工夫し

ていただき.ありがとうございました｡是非.来年度以降の参加者にも推薦しておこうと思いま

した｡

･講義の後でグループごとの討議の形式は良かったと思います｡知識や理解をした後でそれが現場

でどのようにつながっていくかを考えることができました｡講義が長すぎない事も適度な集中力

が保てて良かったと思います｡また.グループのメンバー構成が様々な校種や年齢の方がいて,
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いろいろな意見がきけて良かったです｡フアシリテ一夕-を現場を熟知した方がやってくださっ

た事も良かったと思います｡話し合いをうまく方向付けして引き出してくださいました｡

･良かった点は小グループで ｢教員生活の振り返り｣をじっくり行えたことです｡自分の私的な関

係では聞く話題ではあっても,初対面の先生方の "生きてきた道"を伺えるとは思っていなかっ

たですし,自分自身のことも,こんなに正直に話せるとは考えていなかったので,とても新鮮で

濃密な体験であったと思います｡また,大学の先生の講義を受けたのは久しぶりだったので,辛

はり現場とは違う角度から問題を提起して下さったと思います｡支援者の先生もお世話になりと

てもありがたかったですが,他の方にも出会う機会があったらなと思いました｡大変お世話にな

り,ありがとうございました｡

(下線は筆者)

以上が,受講生が ｢必修12時間｣をふり返

っての評価である｡1日目に行った ｢ラウンド

テーブル｣の印象が強い｡まず,当日までに,

｢自分の教職生活のふり返り｣を書いてきてい

る｡そjtを一人ひとりが少人数のグループの中

で ｢語り｣｢聴きあう｣時間が保障されていた｡

そこで語られる教育実践においては,受講生一

人ひとりが主人公であり,したがって,｢お客
さんではなく｣｢主体的 ･能動的に取り組めた｣

のである｡そして ｢他の先生の思いや考えを沢

山聴くことができた｣ことを喜んでいる｡

また,｢初対面の先生方の "生きてきた道"

を伺えた｣ことに感動し,｢自分自身のことも,

こんなに正直に話せるとは考えていなかった｣

と新鮮な驚きを表現している｡受講生の ｢自己

開示｣が相互に作用して展開し,その中で受講

生それぞれが自分の教職生活の道筋を確認して

いったのである｡この ｢受講生の自己開示｣を

つくり出したのが,グループ支援者であった｡

グループ支援者は,事前に自らラウンドテーブ

ルを経験して,自己開示が ｢語りあい｣を意味

あるものにする実感を持ち,グループのメンバ

ーが ｢リラックスして｣自分を語ることができ

るように配慮し,語られる話をよく聴いていた｡

こうしたグループ支援者のあり方は,多くの受

講生に対して印象的なことであった｡

そして,異年齢の (経験年数の違う)教員の

グループで話しあう経験を通して,自分の実践

についての思いや悩みを自分の職場で語り,聴

いてもらって実践をさらに進めていくイメージ

を実感することができ,成果を現場に持ち帰り

｢現場でも活かせる｣という展望を持つことが

できたのではないかと思われる｡

あわりに- グループ支援者の ｢.主､り返 り｣
から一

文部科学省は ｢平成20年度 教育職員に係る

懲戒処分等の状況について｣を発表 したが

(2009.12.25),その中で ｢病気休職教職員数が

過去最多で,このうち精神疾患が63%でやは

り過去最多｣｢各教育委員会の聞き取り調査で

は 『教員同士のコミュニケーションが少なく相

談相手がいない』といった訴えが目立った｣と

報告している(5)｡

こうした状況に対して,グループ支援者から

寄せられた ｢ふり返り｣は示唆を与えるもので

ある｡私にとって印象的だった ｢言葉｣を以下

に記す (｢資料 :グループ支援者の感想｣参照)｡

①教員同士のコミュニケーションの欠如を痛感

｢校内において先生同士のさりげない交流が

少なくなってきているということであった｡ベ

テラン教師,中堅教師,経験浅い教師,それぞ

れの持ち味や役割があるはずである｡ところが,

理由は数多くあろうが,昔と比してコミュニケ

ーションが極端に少なくなっていることは事実

である｡｣

｢職場環境や経験年数が違う小グループで,

テーマを持って,語り合う事は近頃,職場では
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あまりみられない光景,実は職場で必要とされ

る経験なのではないかと言った意見もお聞きし

た｡｣｢昔の職員室を思わせる語り合いは,ある
種の懐かしささえ感じられた｡｣｢コミュニケー
ションが必要とされるのは,生徒ばかりではな

く教員同士や職員室でも求められているのでは

ないか｡｣

｢本来は校内で共有すべ きこれらの貴重な

『言葉』が,現在,共有できていないところに,

教育現場の課題があるようにも思えた｡｣

②研修のあり方-の示唆を実感

｢ラウンドテーブル方式は,受け身の 『講習』

を積極的な 『研修』に変えることができる｡教

員の願いと教育現場の声を生かした参加型 ･双

方向型 『研修』にすることができる｡｣

｢今回の講習は,受け止めること,伝えるこ

と,まとめることの連続であったとも言える｡

それを,受講者,支援者,講師全てが立場を変

えて相互に行ったことに,これからの教員研修

のあり方のヒントがあるようにも感じた｡｣

｢今回の講習の成功を体験 し,研修責任者で

ある管理職がもっと研修のあり方について学ぶ

機会をもたなければの思いを強くもった｡｣

③教員養成と現職教育のつながりを展望-大学

への期待

｢学校で教鞭をとっている教師が,これから

教職をめざそうとする学生とディスカッション

する機会を多 く持つことができたらすばらしい

と考える｡教師にしてみれば,自分の実践や体

験を学生に語ることができる自己開示の良い機

会である｡学生としても,現場の教師の生の体

験談を目の当たりにすることができる絶好の場

である｡｣｢この様な各年代層と大学の学生との
ディスカッション形式の研修をぜひ,実施 して

欲 しいと考える｡できれば,あらゆる校種の教

師とともに実施できる研修を期待する｡｣

以上のようなグループ支援者の ｢ふり返 り｣

から,神奈川大学における ｢必修 12時間｣で

めざしたこと- それぞれの教員が自分の教職

生活をふり返って語 り,聴いてもらうことで,

Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取 り組み

今までの自分を意味づけ,これからの自分を展

望していくという ｢学びあい｣の経験をし,そ

うした経験をつくり出すことができる ｢ラウン

ドテーブル｣のような取 り組みを教育現場で試

み,学校を ｢教員が学びあうコミュニティ｣に

変えていきたいと思えるようになること- は,

かなり達成できたと思われる｡

課題は,そうした教貞の ｢思い｣を教育現場

に実現するために,学校を ｢教員が学びあうコ

ミュニティ｣に変えてい く ｢教員研修のあ り

方｣をシステムとして追究していくことである｡

私は,今回の教員免許更新講習の経験を通して,

そ の 課 題 を, ア メ リカ に お い て学 校 を

"professionalLearningCommunities"(6)｢専門

敬 (教員)の学びあうコミュニティ｣に変えて

いくことで教員の力量を高めていこうとしてい

る取 り組みと,同じようにそうした方向性を追

究している福井大学教職大学院の取 り組みに学

んでいこうと考えている｡

注

(1)今津孝次郎 『教員免許更新制を問う』(岩波

ブックレット753)2009.4,2頁｡

(2)2009年10月14日付各紙で報道された｡

(3)今津孝次恥 前掲書,2頁｡

(4)鈴木そよ子 ｢序章 調査の概要｣『共同研究
｢教員のキャリア形成に果たす神奈川大学の

役割｣2008年度研究報告書』2009.4,1頁｡

(5)｢朝日新聞｣2009.12.26

(6)professionallearningcommunitiesという用
語は,生徒の学びに関わる教員や管理職から

成る同僚グループとして使われ,｢ビジョン
を共有し,協働して働き学び,他の人の授業

を参観 ･検討しあい,意思決定に参加する｣

活動に取り組む仲間であり,｢強力なSD (ス
タッフの能力開発)の方法,学校の改革 ･改

善を可能にする戦略｣と言われる｡Hord,S.

M,(1997),ProfessionalLearningCommum'-

tz'es:m atAreTheyandmyAreTheyIm -

portant.P参照｡
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資料 :グループ支援者の感想

｢教育の最新事情｣(必修12時間)には,以下の20名のグループ支援者 (入江を加えると21名)

が関わった｡そのうち,15名から感想が寄せられたので,ここにまとめて掲載する｡

飯田 薫 (卒業生教員)

津田 敏志 (卒業生教貞)

田中 すみ子 (卒業生教員)

千田 晴久 (卒業生教員)

成島 烈 (卒業生教員)

吉川 純 (卒業生教員)

渡追 一郎 (卒業生教員)

石川 勇喜 (非常勤講師)

小林 一彦 (非常勤講師)

鈴木 浩 (非常勤講師)

関 範夫 (非常勤講師)

高橋 和男 (非常勤講師)

本間 利夫 (非常勤講師)

小藤 俊樹

岩淳 啓子 (教職課程)

大西 勝也 (教職課程)

荻野 佳代子 (教職課程)

関口 昌秀 (教職課程)

古屋 喜美代 (教職課程)

間山 広朗 (教職課程)
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Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

更新講習に参加して

飯 田 薫

平成18年に教育基本法が約60年ぶりに改正された｡翌年 1月,教育再生会議第一次報告で,敬

育3法の改正が提言され中央教育審議会でこの提言を参考に審議し,3月に答申が取りまとめられ,

教育3法案は国会で審議 ･可決され6月に公付された｡この改正の一つとして,教員免許更新制が

導入され,教員免許状の有効期間の設定とその更新が義務付けられた｡

昨年8月に,神奈川大学で教員免許状更新講習がおこなわれた｡私は卒業生教員として,グルー

プ支援者という立場でこの講習の進行のお手伝いをさせていただいた｡講習参加者の対象年齢は基

本的に33歳,43歳,53歳の先生方である｡また,職種も私の担当したグループは小学校 ･中学

校 ･高等学校の教員であり,県立 ･市立 ･私立学校といった多様な学校種の先生方が参加した｡講

習のはじめは皆緊張していたが,最初に自己紹介をしてくれた先生が,アイスブレーキングを実施

し,和やかな雰囲気を作ってくれたおかげで,参加者の人柄がよく分かった｡私は,全員の参加者

に対し,自己開示と他者理解の構成を大切にしたグループ協議の進行を心がけた｡｢教職生活のふ

り返り｣として各先生方は,準備したレポートを手元に置きながら,｢自分が大切にしてきたこと｣,
｢転機になったこと｣,｢現在抱えている問題｣等について自己の教職生活をふりかえりながら話を

した｡同年齢の教員を対象とするライフステージに応じた官制研修等と異なり,経験年数や学校種

の異なる教員が,それぞれの教育環境で,諸問題の解決に向けどのような苦労をされてきたか等の

実践報告をした｡

報告の主なものとしては,各学校の児童 ･生徒たちの実態や,時代の変化に伴う保護者への対応

策の苦労等,現場に戻り大変参考になる内容であったと思う｡また,若い先生からは,現在直面し

ている課題に悩みながら懸命に取り組む積極的な姿勢がうかがわれ,多くの先生方の心を揺さぶっ

たことと思う｡これはその時の先生方の表情からも見て取れた｡さらに,何校かを経験したベテラ

ンの先生からは,マニュアルどおりにいかない難しさや柔軟な対応の重要性が報告された｡

このように,グループの参加者全員の話は,新鮮で他の参加者の興味関心をひく大変中身の濃い

内容であった｡また,その後の質問も積極的におこなわれ,予定していた時間はあっという間に過

ぎ,先生方の表情からも充実感が見て取れた｡後日,講習参加者の ｢講習をとおして見えてきたこ

と｣についてのレポートを拝見したが,同様な感想が目立った｡

今回の講習会をとおして,児童 ･生徒の発達段階に応じた教科指導,生徒指導また学校運営等の

課題や成果が,小 ･中 ･高の連続性の中から見えてきた｡

最後に,この講習の進行のお手伝いをさせていただき,大変貴重な体験ができたことを神奈川大

学関係者に感謝申し上げたい｡
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｢ラウンドテーブル｣グループ支援者雑感

田中すみ子

｢教育は理想の追求｣｡ラウンドテーブルを振り返ると,これが究極の結論であったと思われる｡

異校種,年齢や地域の異なる教員でのグループ討議は,大変有意義なもので,受講者のみなさんに

も好評であった｡少人数のグループ編成としたため,一人一人が自分の振り返りや思いを十分に語

ることができたということも,受講者の高い満足度につながったのではないかと考える｡

現場での研修は,学力向上のための教科の指導法や生活指導の事例検証が中心であり,いわゆる

ノウハウ的な要素が強い｡しかし一方で,成育歴や家庭環境に起因すると思われる生徒の実態があ

る｡他とのコミュニケーションがとれない生徒が増えている中で,もはや教員としての役割を越え

た指導を求められているのも現実である｡そのような状況の中で,教員自身の ｢振り返り｣という

取り組みは実に画期的である｡いわゆる ｢実績｣と言われる輝かしい経歴ではなく,心の引き出し

の奥においやってしまったようなことを伝え合い,互いに ｢なる程｣,｢やっぱり｣と共感すること

により,今後の教員生活-の糧となったに違いない｡

私自身,英語科の教員として,英語を通して豊かな人間性を育みたいと研修を重ね,授業力向上

に取り組んでいるが,目の前の現実は,SOSを発信している生徒や保護者-の対応に追われる日々
である｡教科の専門として教員になった中学校教員にとっては,急速に変化している生徒の実態,

16人に1人が何らかの発達障害を抱えているという状況に戸惑いを感じているのもまた事実であり,

教育相談や臨床心理に関する研修の必要性を感じている｡最近の問題行動は,反社会的なものから,

非社会的なものがふえている傾向がある｡生徒一人一人に向き合って,じっくり話を聞いてあげた

いのにその時間が取れない｡子育てに悩む親はそれを学校や教師のせいにすることによって,自分

を責めることから回避したがっている｡

｢教員の資質とは何か｣,｢教員の役割とは何か｣を改めて考える機会となった今回の教員免許更

新講習のラウンドテーブルは,受講した教員にとって有意義なものであったと確信している｡
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Ⅷ 神奈川大学における教具免許更新講習の取り組み

学びあいの原点

千 田晴 久

1 教師が抱えている課題とは

現在,教師にとって最も厳しいことは,失敗が絶対に許されなくなってきているということであ

る｡ベテラン教員でも失敗はある｡ましてや若手教員が失敗しないはずがない｡

しかし,失敗は許されないのである｡下手をすると教師生命の命取りになることさえある｡ゆと

りのない環境はストレスを生み,人間関係の悪化を生むo各自が自分のことで精一杯で,お互いを

支え合うことが難しい状況になってしまっている｡このような中で,教師としての自分のあるべき

姿を思い浮かべたり,自分としてめざすべき教師像を見つけることは,非常に難しいと思われる｡

2 オープンマインドな研修は教師の活力を生む

今回の免許更新者を対象とした研修は,スキルや方法の習得を目的としたものではなく,各自の

自己開示から始まる,オープンマインドな研修であったと思う｡それぞれの教師が抱えている課題

や生徒や学校に対する思い等を熱く語ることができた｡課題や思いは解決しなくていいものである｡

語ることによって理解や共感をしてもらうことが,これからのエネルギーとなるのである｡多くの

教師の具体的な思いを間近に感じることによって,教師は自分自身を見つめ,振り返ることができ

る｡教師は理論家ではなく,実践家なのである｡熱い具体的な体験談は,教師の心を熱くする｡今

まで見えなかったあるべき教師像が見えるきっかけとなる｡

3 新たな研修の在り方について大学の役割

オープンマインドな研修こそ,大学にぜひお願いしたい研修である｡大学には教職をめざす学生

達が大勢学んでいる｡学校で教鞭をとっている教師が,これから教職をめざそうとする学生とディ

スカッションする機会を多く持つことができたらすばらしいと考える｡教師にしてみれば,自分の

実践や体験を学生に語ることができる自己開示の良い機会である｡学生としても,現場の教師の生

の体験談を目の当たりにすることができる絶好の場である｡お互いが熱く語り合うことが,明日へ

のエネルギーとなる｡教師には,生徒には語れない自分の教師としての在るべき姿や,自分がめざ

すべき教師像を語る場が必要である｡これを教職をめざす学生達と共有しあうことが,お互いに成

長する大きなきっかけとなると思う｡この様な形態の研修は,若手教員の研修にも大いに役立つの

ではないかと考える｡語ることによって本人も多くを学ぶことができる｡自己を見つめ直すよいき

っかけとなるはずである｡

この様な各年代層と大学の学生とのディスカッション形式の研修をぜひ,実施して欲しいと考え

る｡できれば,あらゆる校種の教師とともに実施できる研修を期待する｡
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教員免許更新講習を終えて

成 島 烈

昨今の教育環境の変化は目まぐるしいものがあり,生徒の変化も例外ではない｡個性の尊重が叫

ばれている今日,昔からの良しとされていた教育活動や生徒指導の手段が通用しなくなっている｡

温故知新という言葉にもある通り,教職に就いている者が今までの道のりを振り返り,見識を新

たにするために講習を受けるという意義は十分に理解できる｡ただ,講習を実施する立場にとって

みれば,何をテーマに,何をどのように,何をどれだけ行っていけば良いのかが問題になるのだと

思 う ｡

今回,更新講習をお手伝いさせて頂いたが,正直なところ不安な面が大きかった｡講習当日に初

めて顔を合わせ,しかも,分野が小 ･中 ･高 ･特別支援と多岐にわたり,教職経験年数も10年か

ら30年と幅が広い｡グループのまとめ役の私は,私学勤務という限定された中での経験しかない｡

果たして討議が成り立つのか,お互いに定められたテーマについて,自己報告をするだけで終わっ

てしまうのではないか?胃の痛む中で講習を迎えたのである｡

しかし,当初の不安は杷憂であった｡それぞれのお立場での先生方のお話は,私には新鮮なもの

であり,また,共感できるものであった｡これは,私のグループに同席されたすべての先生方の共

通のお気持ちであろうと思っている｡そのため,討議は活発に進められ,質問も多く,所定の時間

を超過することもしばしばであった｡討議を進めていく内に,私自身が勉強させて頂いていること

に気づいた｡

教員は各自の信念に基づいて生徒に接しているが,その信念は,その教員の自己満足に終わって

しまう危険がある｡それは経験を重ねていけば行くほど ｢これで良いのだ-｣となってしまう｡大

事なことは ｢これで良いのか?｣を考えていくことなのだ｡情勢の変化は激しい｡生徒の変化も激

しい｡私が生徒の時分に経験したことが,30年も時を隔てた現代の生徒には通用しない｡下手を

すればこのまま自己満足という鎧を身にまとい,｢昔は良かった-｣とぼやく自分になりかねない｡

将来,志なく教員生活を終えてみた時に,自己満足の足跡しか残されていなかったら,何のために

自分は教職に就いたのか分からない｡いかに現代の生徒を理解すべきか｡いや,いかに現代の文化

を理解すべきか｡その手助けとして今回の講習に参加できたことを嬉しく思う｡

政権が替わり,教員免許更新が廃止される｡それはそれで結構なことだと個人的には思うが,今

回のような免許更新のための講習ではなく,自己のスキルアップを図るための講習として何らかの

ものがあれば嬉しい限りである｡
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Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

更新講習の支援者としての感想

吉 川 純

今回の支援者としてのお話をいただいてから,｢自分で良いのだろうか?｣｢ご迷惑をおかけする
だけでは?｣という不安がほとんどで,当日を迎えました｡

もちろん,昨年夏に卒業生の教職経験者の話し合いに参加させていただき,支援者での模擬講習

(?)を体験はしていましたが,その中でも自分の経験は,自分にとってはごくごくありふれたも

のでした｡私の事情で直前の打ち合わせにも出席できず｡不安の中で当日を迎えました｡

参加者の年齢や中学校,高等学校 (全日,通信),養護学校と校種 ･職種の構成など工夫がされ

ており,和やかな雰囲気の中,自己紹介からラウンドテーブルに入りました｡

話は,学習課題を抱えた生徒たち-の対応が中心となりましたが,忙しさに紛れてとり辛くなっ

ている職員間の連携の大切さも,浮き彫りになってきました｡また,モンスターペアレントに代表

される,保護者との対応の難しさも校種 ･職種を超えた共通の課題であることも再確認できました｡

先生方の体験を縦糸とするならば,話し合うことで横糸が入り,ラウンドテーブルの内容が厚み

を帯びた織物のようになってくる不思議な体験ができました｡

講義1の関口先生の,｢測定できない学力を学校で身につけさせなくても良いのか｣の指摘には,
形成的評価 (｢～ができる｣を評価)に重点を置いてきた私としては,目から鱗が落ちる思いでした｡
講義2(二日目)の閉山先生の講義は,｢等価交換としての学び｣が,受講生にはインパクトが強く,
言い得て妙だとの声も聞かれました｡講義3の両角先生の ｢学校づくり｣のお話は,学校をどう作

るか,いろいろな人の協力なくして学校ができ得ないことを再確認する機会となりました｡講義4

の古屋先生のお話は,課題をかかえた子どもたちに直接関わる内容で,もっと詳しく聞きたい,時

間をとって質問をしたい,と言う受講者の声がほとんどでした｡

最後の ｢グループでのふり返り｣では,教職員をふくめたおとなのチームワークの大切さ,特に

｢教職員間が一枚岩 (板)となり,協力し,生徒へ適確に支援していくこと｣がまとめの課題 (宿

題-お土産)となりました｡

この感想を読み返してみると,支援者というよりは,受講者に近い立場で参加させていただいた

ように思います｡一月前に私の事情で精神的に落胆していたところでしたが,受講者の皆さんの,

｢2学期も頑張るぞ｣の意気込みに触れ,｢負けていられないぞ｡｣と元気が出てきた講習になりま
した｡このような機会を与えてくださった入江先生をはじめ神奈川大学教職課程関係の先生方に感

謝をし,感想とさせていただきます｡
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振り返り

渡 連 一 郎

先B,教員免許更新講習に関わらせていただきました｡多くの参加者の先生方から沢山の意見を

お伺いし,エネルギーを頂きました｡免許更新講習の是非は別として,教科指導 ･生徒指導 ･部活

指導 ･保護者対応等,教師を取り巻く環境は日々忙しさを増しているかと思われます｡周りと協調

しながらも,自らの指導方針を持ち,生徒の方向性を示していかか ナればならない事を念頭に対応

してきたつもりでいます｡そんな経験を持ち寄り,振り返り,今後の教職生活に生かしていくこと

は,とても有意義なことだと思います｡

そjtぞれ職場環境や経験年数が違う小グループで,テーマを持って,語り合う事は近頃,職場で

はあまりみられない光景,実は職場で必要とされる経験なのではないかと言った意見もお聞きしま

した｡｢教員が学び合う｣環境を作ることは,とても至難となり,例え,研修会を設けても参加す

る方は,あまり熱心になれず,仕方なく参加している状況もあるようです｡そういった現状を踏ま

え,昔の職員室を思わせる語り合いは,ある種の懐かしささえ感じられました｡若い先生方に話し

てくれたり,相手をしてくれる先生方の存在も思いだしてしまいました｡教員サイドが心に余裕を

持って,周囲と触れあうことが必要なのではないか,勿論,教員対教員の仲でも,少しの余裕を持

ち,相対していけば,互いの向上あるいは励まし合いに通じるようになるのではないかと思われま

す｡コミュニケーションが必要とされるのは,生徒ばかりではなく教員同士や職員室でも求められ

ているのではないでしょうか｡

政治的なchangeで更新講習が終わってしまうことは残念だと思います｡政策が大きく変わる事

はいいのですが,10年一区切りと考え,更新を我々は必要としているのかという議論はまだ続く

のではないかと思います｡時々,マスコミや新聞紙面を賑わすような事件がある度に教貞の資質が

問われる昨今です｡教員数も多くなるといくら管理職が多くても把捉しきれない現状もあるのでは

ないでしょうか｡これからも一部の心ない教員によって多数の教員のステイタスが問われる事がな

いように期待しています｡それから,本来の教員の業務以外のことが年々多くなり,身体的にきつ

い業務内容となっています｡心にゆとりを持ち,生徒に接することができるようにしていきたい｡

限られた時間を有効に使っていくように改善していく事も必要なことといえるのではないだろうか｡

今回の更新講習に参加し多くのことを考えさせられました｡

これからの教員生活に生かしていきたいと思っています｡
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Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

2009年教員免許状更新講習に参加して

石 川 勇 喜

教育現場の先生方と直接向き合って話し合える絶好の機会として,今回の講習に参加できること

を楽しみにしていました｡私が担当した班は6人の先生方で校種,教職歴,年齢,性別も異なり,

それぞれの立場から現在抱えている課題や悩みを率直に出し合って意見交換をしました｡

初日の参加者が自分の教職生活をふり返る ｢ラウンドテーブル｣では,先生方一人ひとりの思い

や願いがこめられた発表で,白熱した意見交換ができました｡その中で,現在抱えている問題で特

に印象に残ったのは,30代の先生方からは,学級づくり,保護者対応,授業作 りや勉強のための

時間確保,40代の先生方からは,教職生活を取り巻く環境変化への対応,50代の先生からは,時

代とのギャップ,自分自身の固くなった思考,クラスの生徒の対応,発達障害児の対応,若手の育

成などでした｡それぞれの世代の違いから抱えている問題は様々ですが,どれ一つとっても教育活

動にとっては重要な課題であり,正面から向かい合って取り組んでいかなければならないことです｡

参加者全員が自分の意見や考えを述べ合って意見交換しているのを聴いて,本当に先生方は児童生

徒と向き合い,それぞれの学校で精一杯努力されて取り組まれていることがわかりました｡

今回の ｢ラウンドテーブル｣は,参加者自身が自分の考えや意見を話すことができ,またそれに

ついていろいろな意見をもらえ,とても有意義なことだと思いました｡実際に参加者も3世代の教

員の意見を聞くことができ勉強になった,それぞれの立場で経験してきたことや考えていることを

語 り,聴き合うことは非常に有意義であった,教育の中心にあるのは人間であることが確認できた

等,とても自分自身の勉強になったと話されていました｡

2日目は講義中心で,十分なグループ討議はできなかったが,最後のグループ討議の時に,最初

の自己紹介で自分は今回の研修には参加したくなかった,と話していた先生も自分自身の悩みや課

題を話し,意見交換しているうちに,今回の研修に参加して様々な立場の先生方から,話を聴くこ

とができて良かったと話されていた｡

最後に全体を振り返ってみて,教員免許更新講習が現場の先生方に必要である,というなら,国

の政策として,予算と時間を確保して実施すべきものであって,更新者が自己負担をして,いやい

や講習をうけるのでは意味がないと思いました｡担当した班の先生方から,現場の悩みや課題を話

せた ｢ラウンドテーブル｣のような研修はとても有意義であり,参加して良かったという一言はと

てもうれしく思いました｡
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ラウンドテーブルから見えたこと

小 林 一 彦

粁余曲折の末の ｢教貞免許更新制度｣｡大学側が講習を引き受けるについては,様々な懸念,課

題が指摘されたであろう｡やるからには ｢受講者から受けて良かったといわれるような｣講習,｢自

ら教職-の新たな意欲と力につながり,明日からの教育実践に生きる｣講習にしようと,学内で知

恵を絞って企画し,練り上げたものであろう｡その中から ｢ラウンドテーブル｣方式が生み出され

たと理解している｡

ラウンドテーブルの ｢支援者｣としての体験から,見えたこと,感じたことを少し記しておきた

い｡

(1)｢省察｣(教職生活の振り返り)を通して教職への意欲を再喚起することは,更新講習の第-

のねらいであった｡ラウンドテーブルでは,教貞としてのこれまでの歩みを振り返り,どんな壁に

ぶつかり,どんな喜びや充実感を得,そして今,何に悩みどんな課題に直面しているか,｢赤裸々

な自分｣を互いに語り合う｡

荒れた生徒,めげそうな自分を奮い立たせて,毎日生徒と真向う教員｡指導法に迷いながらも,

今やっと自分の取組に確かな手応えと自信が持てるようになってきた教員｡ストレス多く切れやす

い子どもたちの現状の中で ｢もっと子どもたちを信じる｣学級経営を模索する教員｡学力向上を最

重点とする進学校で,部活の両立,個性と信頼関係を大切にした指導に取り組む教員｡基礎学力不

足や家庭事情を抱える生徒へのきめ細かい指導に心を砕き,公立とは違った経営的感覚も要請され

る教員｡

普段経験できない異校種の教員とのグループ研修 ･ラウンドテーブルは本当に貴重だと受講者か

らの感想が多い｡異校種,異年齢の男女教員や支援者が,互いの悩み,思い,願いをシェア-する

ことによって,｢教職生活の振り返り｣はより深められる｡

悩んでいるのは自分だけではない｡こんな努力をしている教員もいるのか｡もっと広い違った視

点から見つめ直せる｡子どもたちの成長と課題を,小中高を通した長いスパンで捉えることができ

る｡そして,なによりも,忙しさ厳しさの中で,忘れかけていた初心が蘇るとともに,教員として

の自分の今現在の立ち位置を心に刻むことはできる｡

(2)ラウンドテーブルから見えるのは,教育改革の対応に追われる教員の姿であり,高遇な理想

を語る前に,目の前にいる子どもたちの課題解決に悩みながらも必死で取り組む教員の姿である｡

強まる管理,保護者対応｡もっと欲しい生徒との触れ合い,教材研究の時間,教委からの支援｡教

貞として力量不足も痛感,本当はもっともっと受けたい実践に役立つ研修｡見えてくるのは,こう

した ｢教師｣としての思いであり願いである｡

ラウンドテーブル方式は,受け身の ｢講習｣を積極的な ｢研修｣に変えることができる｡

教員の願いと教育現場の声を生かした参加型 ･双方向型 ｢研修｣にすることができる｡｢ラウン

ドテーブル｣から発信されることは,もっと多様にあると思う｡
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Ⅷ 神奈川大学における教員免許更新講習の取り組み

免許更新講習を経験して考えたこと
-なぜ,受講者の評価が高かったか?一

鈴 木 浩

今回,更新講習を受講した教師たちからの評判が非常に高かった｡｢更新講習という制度には賛

成できないが,今回の講習はよい研修となった｣｢また,機会があったら参加したい｣という声が

多数聞かれた｡こうした声が聞かれた背景に,教師は学びたいという気持ちがありながら,なかな

かその機会が与えられていなかったということが考えられるのではないか｡さらに,教委等のいわ

ゆる ｢官製研修｣に対して,｢つまらない｣｢役に立たない｣といった負のイメージがあったのでは

ないか｡

これに対して,今回,神奈川大学が提供した講習 (一種の研修と捉える)は,普段教師が受けて

いる研修と何かが違ったからであることが予想される｡では,一体何が違っていたのだろうか｡

まず,われわれが参加している教委等が行う研修を思い出してみよう｡こうした研修は,指導主

事レベルの企画 ･立案したものが多く,内容的な専門性が低い場合も多い｡大学の研究者を呼んで

くる場合は,内容的にある一定の専門性は保障されるが,講演のみのケースがほとんどで,一方通

行の研修となる｡また,研修テーマも一方的に設定されたものとなっていて,必ずしも受講者の興

味や学校の今日的な課題に合致しない場合も多い｡さらに,教育研究会の各部会に ｢丸投げ｣の研

修も多く,そういう場合は,現場教師が多忙中で,なんとか運営している実情があり,研修相互の

関連などが考慮されることは少ない｡

これに対して,今回の更新講習を比べてみよう｡文部科学省からの指定された内容の範囲の中で,

非常に工夫されたメニューが用意されたことが,まず,ポイントといえる｡研究者の視点から,学

校教育が抱える今日的な課題を捉え,それを事前に ｢現場の支援者｣と相談をしながら,講座を設

定したことが,講習全体の流れを用意した｡

次に,｢支援者｣の存在である｡教員のOB,現職の教員が支援者として加わったことで,研究者

の講義も ｢肺に落ちる｣ことになった｡実際に現場で働いていた,また,硯に働いている仲間のサ

ポートは,受講者に安心感を与えることになったと思われる｡

そして,何よりも大事なことは,受講者が自らについて語ることが,この講習のメインであった

ことであろう｡自らが主人公の研修場面が組み込まれることで,講習全体への参加意欲が飛躍的に

高まったということができると思う｡自らが語る時間を保障されていること｡それを受け止めても

らえることの喜び｡参加者が相互に敬意をもって学びあえる場｡こうしたことが保障されたことを

評価が高かった要因であったと考えたい｡ベテランの受講者が,自身の教職生活を ｢まるごと｣伝

えるとき,そこに教師としての誇りや自信が疹み出てきて,自然に参加者相互に尊敬のまなざしが

交わされるラウンドテーブルが出来あがった｡

今回の講習は,受け止めること,伝えること,まとめることの連続であったとも言える｡それを,

受講者,支援者,講師全てが立場を変えて相互に行ったことに,これからの教員研修のあり方のヒ

ントがあるようにも感じた｡
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ラウンドテーブル進行の感想

関 範 夫

まず大きな成果を挙げた今講習会の企画の素晴らしさに感謝したい｡特にラウンドテーブル設定

は,受講生に意欲を与え,進行をやり易くするものとなった｡感想を簡単にまとめてみた｡

(受講生の真面目さ)

事前に各自が用意した ｢教職生活をふり返って｣の内容を読んでも,いかにも教師らしい凡帳面

さが伝わってきた｡討論に入ってみても本物であった｡話し合いを重ねる毎に,誰もが真剣に取り

組む姿勢は嬉しくもあり頼もしいものであった｡

また,区切り毎のレポートにも熱心に記入していた｡近年はパソコン入力が大半になっているが,

手書きはいい経験になったようだ｡そのためか,国語辞書を持参した方がいたことが印象に残った｡

(日頃の交流のなさを痛感)

わがグループのみならず全ての受講生が異口同音に発したことは,こうした情報交換がよかった

ということである｡裏を返せば,日常生活において如何にかけているかということである｡20年

程前から自分なりに危倶していたことは,校内において先生同士のさりげない交流が少なくなって

きているということであった｡ベテラン教師,中堅教師,経験浅い教師,それぞれの持ち味や役割

があるはずである｡ところが,理由は数多くあろうが,昔と比してコミュニケーションが極端に少

なくなっていることは事実である｡｢現職教育｣という言葉さえ死語に近くなったと感じている｡

こうした現実の反動からか,グループの先生方はまるで ｢水を得た魚｣のように活発に話し合い

盛り上がった｡学校内における交流のなさを悩み問題視する発言も多く出された｡

さらに,他校間との情報交換や連携も十分ではない｡ましてや,異校種間の連携は皆無に近いよ

うである｡児童生徒の発達段階を理解するには必要不可欠という捉え方を再認識したことは大きな

収穫となったようである｡

(受講生の嬉しい感想)

現実の厳しさや苦悩する教師等,話し合いは盛り上がったが,誰もがプラス思考を持って終了し

たことが嬉しかった｡日頃,弱音や愚痴,悩み等を話し合う機会がないようである｡今回十分とは

言えないが少しでも飾ることなく胸のうちを吐露できたようである｡このことで,自分を見つめ直

し希望を掲げる契機になったことは嬉しい限りである｡

｢教師になった初心を思い出した｣｢子どもを愛するという原点を忘れていた｣｢苦悩しているの

は自分ばかりでないことが分かり,意欲が沸いてきた｣｢改めて教師の使命の重さ尊さを実感した｣

｢自己再生へのスタートとしたい｣等々,わずか二日間であったが,教師魂が目覚め,磨かれたこ

とは事実である｡

そして,｢神大のような講習ならば,他の先生方にも受けさせてやりたい｣という全員の感想は,

この講習会を企画運営された先生方へのご褒美と思われた｡
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充実感のもてる研修の必要性

高橋 和 男

今臥 神奈川大学における教員免許状更新講習の講習支援者として参加し,グループ討議にかか

わる中で,あらためて ｢教員生活の振り返り｣の大切さを痛感した｡

私の担当したグループ (5名)の各所属校は,公立高校2,公立中学校 1,公立小学校 1,私立

中高校 1であった｡また,経験年数を見ると10年次研修2,20年次研修 1,30年次研修2と多様

であり,それぞれの経験や立場に立っての意見交換や,各自の振り返りが報告された｡

｢教員生活の振り返り｣では,これまでの経験をあらためて振り返ること自体が,自分自身の実

践に対する評価や今後の各自の課題を発見するために大切なプロセスであったようだ｡しかも,グ

ループ内で異校種,異年齢の多様な経験を交換し合うことで,｢視野が広がり,今後の教貞生活に

生かせる成果があった｡｣という感想も聞かれた｡校種による課題の違いもあれば,共通の普遍的

な課題もあったが,常に指導技術を向上させていくことの必要性や,校内における自分の位置づけ

の変化に気づきその立場にふさわしい動きを求められること,気迫と丁寧さを兼ね備えて指導に当

たることや子どもを信じほめることなど,教師としての基本的姿勢をあらためて見直し,確認でき

たようである｡

また,各講義を聞いた後の意見交換でも,それぞれの聞き方や解釈,経験の違い等からくる個性

ある考え方を交換でき,各受講生の研修成果の幅が広がったように思う｡

受講者アンケートを見ると,レクチャー一辺倒の受身的講習だけではなく,一人ひとりが主役に

なれて,話し,聞き,意見を交換できる今回のような小グループによる形式が,非常に効果的であ

ることがわかる｡

教員免許状更新講習の今後の存続は微妙であるが,学校現場が多忙な中であっても,受講者が充

実感をもって終えられる研修の企画が求められていることを実感した2日間であった｡
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教員免許更新講習を終えて

本 間利 夫

本年度神奈川大学の教員免許更新講習に関与できたことは,何よりも私自身が学び考えることが

多くあり,このような場を与えていただいたことに感謝いたします｡以下感想のいくつかを述べて

みます｡

1 良い評価を得られた原因は何か

一言でいうなら今津さんのいう ｢経験省察型学習スタイル｣(岩波ブックレット 『教員免許更新

制を問う』p.59)を採ったことにあると思う｡具体的には,教師生活の振り返り,ラウンドテーブ

ル,具体的 ･実践的な講義内容,講義後のグループ討議,グループ支援者に学校現場経験者をあて

たことなどが参加者の受講満足度を高めたことは参加者の感想からわかる｡企画された入江先生に

頭が下がる｡

2 現場の教師は話し合いを欲している

参加者が当初予想したよりも自分の思いや悩みをさらけだし語り合いが盛り上がった｡私の班の

55歳の参加者が ｢こんなに自分が話せるとは思わなかった｣と語ったのが象徴的であった｡裏返

せば,いかに今の学校現場では教員同士の本音の語り合いがなされていないかということである｡

教育改革の名のもと競争原理,成果主義など強まる教員管理の中で一人ひとりが分断されている証

であり教育界に身を置いた者として責任を感じる｡

3 異校種間の情報交換の大切さ

ほとんどの参加者が良かった点としてグループ構成が異校種メンバーであったことをあげた｡高

校生は小学校,中学校教育があっての今であり,小学生の近未来が中学,高校教育であることを改

めて確認し情報を交換できたことは,参加者の今後の実践に必ず役立つ｡これまでの官製研修にほ

とんど無いのが不思議である｡大学が仲介して縦に結びつく研修を企画することができることが実

証されたといえる｡

4 学校管理職こそが研修のあり方を研修しなければ

校長,副校長の仕事に教員の力量や意欲を高めることがある｡その場合,校内研修は重要な機会

である｡ところが本当に充実した研修がなかなかできていないのが現状である｡今回の講習の成功

を体験し,研修責任者である管理職がもっと研修のあり方について学ぶ機会をもたなければの思い

を強くもった｡教育課題別はもちろん年代別の研修をいかに有効に行うかが学校管理職の責務であ

る｡とくにひしめく50代教員については,官製研修はほとんどない中で,いかに彼らに ｢学校で

のまとめ役｣としての役割が発揮できるよう定年まで自己研鐙をとげるための校内研修ができるか

は学校経営の重要課題である｡大学もそのための協力者となりえないか｡
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ともにグループ学習をつくり出す支援者となって

小 藤 俊 樹

(∋支援者の依頼を受けたときの自分の思い

誠に勝手なことながら,自分自身の教員生活を振り返り,また,異校種の教員と交流することで,

自分自身が成長できるような,そのような ｢場｣になるならば,との思いから引き受けた｡

(参支援者の役割について

今回の支援者の役割については,事前の打ち合せまでやや不明瞭なところがあった｡それは,支

援者はグループワークの司会者なのか,リーダーなのか,アドバイザーなのか,フアシリテ一夕-

なのか,という点である｡支援者と言っても,大学の教員 (教員経験者の非常勤講師を含める),

大学の卒業生で協力する教員,そして私のような大学に関係のない現職教員など様々な立場から集

められている｡また,特に今回の講習のためにグループワーク研修を受けているわけでないので,

致し方ないところがあったが,結局は,プログラムの進行を守れば,あとは ｢それぞれの支援員が

やりやすいようにやる｣というアバウトな指示が出された｡そのため,それぞれの支援員が自分の

スタイルで講習を進めることとなり,結局はそれが功を奏したのだと思う｡私自身は受講者が教員

生活の振り返りを発表し,意見交換を行う場面はフアシリテ一夕-として,また,最後に支援者自

身が教員生活の振り返りを発表し,質疑応答する場面では,自己啓発の事例提供,及び,学習者の

皆さんの発表に係わるアドバイスを行うアドバイザーとしてグループワークに係わることにした｡

(彰グループワークでの工夫

学習者同士は初めて出会う方ばかりであり,自分の教員生活を振り返る (-自己公開)というこ

とから,出会いの場面を重要視し,ワークショップのはじめによく行われるアイスブレーキングと

呼ばれるアクティビティーを用意した｡緊張感を解き,メンバーの人柄を注意深く観察し,想像す

ることができ,人間関係をつくる ｢準備運動｣としては効果的であった｡

④講習を終えて

受講生の皆さんは,教員としての自分を成長させてくれたり,教員生活を送る上での心の支えと

なっている,自分なりの ｢座右の銘｣や語るべき ｢エピソード｣を持っていた｡一緒に語った仲間

として,これらの ｢言葉｣を交換できところに,受講生の満足度が高かった要因があるような気が

する｡また,本来は校内で共有すべきこれらの貴重な ｢言葉｣が,現在,共有できていないところ

に,教育現場の課題があるようにも思えた｡
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更新講習のグループ支援者になって

岩 淳 啓 子

1 グループ支援者としての準備

必修講習のグループ支援者を依頼されたまではよかったのですが,関係者が集まって模擬講習を

開くことになり,私も受講者と同様 ｢教育の省察｣をテーマとするレポートを作成することになり

ました｡まさか,レポートを作らされるとは･･･仕方なく私は 『公立中学校教員経験のフィルターを

通して見た大学と大学生』のテーマでレポート2枚にまとめました｡しかし,このことは私にとっ

て改めて日頃の任務を見直す契機になったと同時に,受講する教員の気持ちを何度できたこと,ま

たグループ支援者としての認識と自覚を深められたと思っています｡

2 異校種異年齢のグループ討議の難しさ

グループ構成は,小 ･中 ･高校の年齢や教科も異なり,養護教諭も含まれる6人です｡

受講者の立場や学校環境が異なり,興味や関心が必ずしも共通ではないので,司会進行役の努力な

しでは討議が形式化してしまう心配がありました｡これを克服するためには,まず私が6人の "振

り返り"に強い興味と関心を抱き,自らのモラールを高めて討議に臨むことだと気づかされました｡

3 二日間で築かれた ｢同じ釜の飯を食う仲間｣意識,豊かな気づき

始めるに当たって,内容は守秘義務を要するものがあること,討議は異枚種の学校環境に関心を

持ち,互いに深められるような発言に努めることなどをお願いしました｡私がグループ支援者なら,

受講者6人それぞれ発表者の支援者になっていただくのです｡その結果,｢同じメンバーで討議を

行えたこと｡その中からたくさんのヒントや元気 (前向きな気持ち)をもらえたのが,この講習を

うけてよかったことです｡｣と述べた教員の気持ちに凝縮されているように,強い仲間意識が出来

上がり心の繋がりを見出したようです｡

小学校の教員は,中 ･高校の教員の話をとおして小学校で何をすべきか,中 ･高校の教員は,チ

どもの成長過程の実態を知り,これからの教育の資を得たとのことでした｡或る若い先生が ｢大変

なのは自分だけではなく,誰もが大変なところを乗り越えたり,今も問題意識を持ち続けているの

を知り,自分の肩に重くのっていたものが随分軽くなりました｡誰もが苦労を経ていることを理解

できると心が開かれ,一人ではないことに気づきうまく先生方と連携できそうな気持ちになりま

す｡｣と感想を述べていました｡

受講者の ｢分かった｣こと-の喜びが直に伝わってきた久々の新鮮な体験は,教職課程における

学生教育に如何に生かしていくかがこれからの私の課題であると思いました｡
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グループディスカッションの記録

荻野佳代子

グループディスカッションはまず,各先生方が ｢教職生活の振り返り｣について話をされ,その

後自由にディスカッションをする形で進められた｡私達のグループで特に話題となったのは,｢現

在の課題｣として挙がった,観点別評価や二期制の導入など新しいシステムを現場で導入,運用す

るうえでの困難や疑問点についてであった｡先生方はこれらについて共感したり,困難に対処する

上での具体的な工夫を紹介しあったりしていた｡特に先生方は校種や担当教科がそれぞれ異なるた

め,ある先生が疑問に感じていることに対し,他の先生は ｢(その場に適した)直接的な問題解決

法｣とは異なる,少し違った角度からの話をされることになる｡このことが先生方にとっては逆に

新鮮であり,問題意識を共有するだけでなく,さらには問題を傭撤して ｢教育とは｣｢教員のあり

方とは｣といった,より根源的な問題を考える契機にもなっていたように思われた｡

ディスカッションを伺っていて私が感じたことは,先生方にとっては日々の,一見ささいな出来

事や問題に関する情報を交換できる場が実は大切なのではないか,ということである｡｢こういう

時どうしたらよいのだろう｣という疑問は特に新しい仕事や場面では必ずあると思うが,普段は

｢忙しい他の先生の時間を割いて 『相談』するほどでもないし｣などと胸にしまっておくことが多

いのではないだろうか｡今回は,それを気兼ねなく出しあえたことが,先生方にとって個々の問題

解決にとどまらない意味を持ち,後に ｢自由に話ができてよかった｣,｢校種や担当教科が違っても

違和感なく話ができた｣と振り返られていたことにつながるように感じた｡

一方私は当初 ｢教職生活の振り返り｣の後は,各先生方が時間軸 (ライフスパン)でキャリアを

見渡しての話し合いになるかと考えていたが,実際この話題は少なかった｡それには,グループ支

援者である私に教職経験がないことを含め,私の力量不足によるものではなかったか,反省をして

いる｡もしそうした話し合いになった場合には,出された論点を整理し,論点別に議論を深めるこ

ともできたであろう｡例えば私達のグループには,育児 ･介護との両立を経験されている方が多く,

この点に絞るという方法もあったと思われる｡ただし,論点別に議論を深める時には,それに関心

のある者同士,あるいは同じ年代同士など,グループを組み替えて議論をするとより効果的かもし

れない｡

今臥 私にとっては現場の先生方の経験をお伺いする貴重な機会となった｡ディスカッションの

中ではコーディネーター役をしつつ,一方大学生と向き合う教員として話に参加したい,しようと

する自分がいた｡グループの先生方には,支援者である私にも,教育について考え成長する機会を

与えて頂いたことを心より感謝している｡
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